
備 考

医学部医学科

看護学部看護学科

一般教育機構

総合医学研究所

附属病院

その他

医学部医学科の
入学定員・収容
定員については
下記の表参照。
令和4年度のみ
の臨時定員増が
あったため、収
容定員に差異が
ある。

4 25 0 0

（2）

2 67

―　科目

昭和47年6月

第1年次

令和5年4月
第1年次

所　在　地

（298）

開設時期及
び開設年次

学位又
は称号

計
卒業要件単位数

―　単位

兼 任
教 員等

（67）

（2）

2 94

（2）

収容
定員

人

講師

956
（936）

准教授

実験・実習

―　科目

学　部　等　の　名　称
教授

―

（113） （161）

6

14

（63） （6） （－）（53）

（0）（13） （5） （3） （4） （25）

（－）

既

設

分

（2） （2） （1） （0）

（0） （0）

13 5 3

（0）

（2）

2 2

（2） （0）

0

2 ―1320

161 ―

（2）

39063

（20） （14） （13）

合 計

計

医学部医学科
（School of Medicine,
Department of Medicine）

看護学部看護学科
（School of Nursing,
Department of Nursing）

6

4

110

75
(70)

―

―

計

該当なし

年 人

同一設置者内における変更状
況（定員の移行，名称の変更
等 ）

7 8 15

33691 39

（5）

（38）（15）

（3）

53

（54）

113

（390）

7 54

2

計

（8）（7）

（2） （6）

（5） （9） （1） （18）

2 1 0 5

0 2 6

教育
課程

―　科目

新設学部等の名称
講義

助手

（148）（35）

専任教員等

84

（84）

人人

298148

計助教

31 35

人

（31）

演習

―　科目

教

員

組

織

の

概

要 （7）

（0）

0

新
設
学
部
等
の
概
要

学士(医学)
（Bachelor of
Medicine）

学士(看護学)
（Bachelor of

Nursing
Science）

6 38

修業
年限

年次
人

661

300
（280）

　　年　月
第　年次

開設する授業科目の総数

185
（180）

新

設

分

入学
定員

編入学
定　員

人 人 人

50 154

（6）

新 設 学 部 等 の 名 称

人

石川県河北郡内灘町
字
１丁目１番地

同上

（94）

2 0

（91） （39） （50） （154）

4 ―

（336） （4） （－）

（0）

3 5 9 1 18

（0）

0 0

別記様式第２号（その１の１）

新 設 学 部 等 の 目 的

ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ ｶﾅｻﾞﾜｲｶﾀﾞｲｶﾞｸ

大 学 の 名 称

大学の収容定員に係る学則変更

金沢医科大学　（Kanazawa Medical University）

計 画 の 区 分

フ リ ガ ナ

学校法人　金沢医科大学

基　本　計　画　書

設 置 者

大 学 本 部 の 位 置

厚生労働省「医療従事者の需給に関する検討会（看護職員受給分科会）中間とりまと
め（令和元年11月15日）」によると、都道府県別で状況は異なるが、令和7（2025）
年の供給推計は需要推計に対して約5.5万人の不足が見込まれている。このような社
会情勢を踏まえ、看護師不足の解消に資すべく、併せて、地域医療の発展に貢献する
優秀な看護職者の育成を目指したいと考え収容定員を増加する次第である。

大 学 の 目 的

金沢医科大学は、教育基本法並びに学校教育法に基づき、医学・看護学に関する理論
と応用とを教授研究し、医の倫理に徹して日進月歩の医学の進展に対応し得る有能な
医師並びに保健医療及び福祉に貢献できる看護職者を育成することを目的とし、医
学・看護学の発展と地域社会の医療開発、健康増進、福祉の向上に寄与することを使
命とする。

基 本 計 画

事 項

フ リ ガ ナ ｶﾅｻﾞﾜｲｶﾀﾞｲｶﾞｸ

記 入 欄

石川県河北郡内灘町字大学１丁目１番地

（人）

入学

定員

収容

定員

令和４年度 111 656

令和５年度 110 656

令和６年度 110 656

令和７年度 110 656

令和８年度 110 659

令和９年度 110 661

― 基本計画書-1 ー



医学部

看護学部

6 111 ― 656 学士（医学） 昭和47

4 70 ― 280 学士（看護学） 平成19

4 35 ― 140 博士（医学） 昭和57

2 ― 修士（看護学）

年度

6 12 平成27

同上

生命医科学専攻 年度

1.00

大学院医学研究科 0.52

看護学部 1.00

看護学科 年度

石川県河北郡内灘町

医学科 年度 字大学１丁目１番地

569

4,406

72,894 ㎡― ㎡

3

47

（47）

（1686） （823）

第４年次

体育館以外のスポーツ施設の概要

第２年次

計
共用する他の
学校等の専用

共　　用

198,937 ㎡

計
共用する他の
学校等の専用

共　　用

158,181 ㎡

― ㎡

― ㎡

― ㎡

（293）

（1913）

（296）

3,992〔2,361〕 5,029〔3,511〕

（2509）

296

人

専　　任 兼　　任

293 人

(98）

計

7

（7）

7,412 ㎡

第３年次

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

98 人

そ の 他 の 職 員

技 術 職 員

図 書 館 専 門 職 員

計
1686

職 種

823

4

1440

（1440） （473）

（3）

473

（4）

（249）

249

(195)
事 務 職 員

195 人

校

地

等

校 舎 敷 地

運 動 場 用 地

合 計

158,181 ㎡

― ㎡

33,344 ㎡

― ㎡

7,412 ㎡

― ㎡― ㎡

191,525 ㎡

198,937 ㎡

― ㎡

区 分

小 計

― ㎡

― ㎡

専　　用

講義室

第５年次

校 舎

専　　用

そ の 他

191,525 ㎡

33,344 ㎡

専 任 教 員 研 究 室

図
書
・
設
備

教室等

〔うち外国書〕〔うち外国書〕
機械・器具視聴覚資料

（3,992〔2,361〕）

点

電子ジャーナル

演習室

点

標本

点

図書

実験実習室

第６年次

6,000千円

第２年次

6,000千円

第４年次 第５年次第３年次

1,350千円 1,350千円

80,000千円

第１年次

収容
定員

既
設
大
学
等
の
状
況

修業
年限

編入学
定　員

学位又
は称号

医学部 1.00

学生納付金以外の維持方法の概要

学生１人当り
納付金

大 学 の 名 称

年

80,000千円 80,000千円

700,000千円

20,000千円 20,000千円

80,000千円

大学院看護学研究科

看護学専攻

年次
人

人

定　員
超過率

学 部 等 の 名 称

金沢医科大学

700,000千円

80,000千円

900千円

5,029〔3,511〕 569

72,894 ㎡

（　　―　㎡）

20室 44室 28室
（補助職員 － 人） （補助職員 － 人）

1室 1室

語学学習施設

（　72,894 ㎡）

情報処理学習施設

新設学部等の名称

〔うち外国書〕

大学全体
（5,029〔3,511〕） （569）

266

学術雑誌

（　72,894　㎡）（　　―　㎡）

― ㎡

計

冊

大学全体

面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

倍

面積

区　分 第６年次

80,000千円

20,000千円20,000千円 20,000千円

700,000千円

900千円

20,000千円

入学
定員

開設
年度

図書館

体育館

900千円

設 備 購 入 費

経 費の
見 積り
及 び維
持 方法
の 概要

教員１人当り研究費等

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

経費
の見
積り

開設前年度

900千円

大学全体

　2,668 ㎡ テニスコート（4面） 球技場（1面）

室

室 数新設学部等の名称

同上

1,350千円

900千円

80,000千円

900千円

700,000千円700,000千円700,000千円

所　在　地

6,000千円 5,500千円

私立大学等経常費補助金、医療収入、受託事業収入、雑収入等

5,000千円

同上

700,000千円

種

2509

1913

・各経費の見積も
りは、大学全体で
算出。ただし、設
備購入費について
は、付属病院分を
含む。

・図書購入費に
は、電子ｼﾞｬｰﾅﾙ・
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの整備費
（運用ｺｽﾄ含む）
を含む。

第１年次

11,000千円

1,650千円

252

252

(4406) (252)

(4406) (252)

2,766.56  ㎡ 234 163,386

77,206〔40,680〕 3,992〔2,361〕

4,406

（77,206〔40,680〕）

（77,206〔40,680〕） （3,992〔2,361〕） （5,029〔3,511〕） （569）

77,206〔40,680〕

― 基本計画書-2 ー



設置年月：平成元年４月

規 模 等：建物　5,898㎡

附属施設の概要

目　　的：公衆保健に寄与するため患者の診療を行い併せて医学・看護学教育・研究を

名　　称：金沢医科大学病院

名　　称：総合医学研究所

目　　的：臨床に直結した研究推進及び研究支援

所 在 地：石川県河北郡内灘町字大学１丁目１番地

行うことを目的とする。

所 在 地：石川県河北郡内灘町字大学１丁目１番地

設置年月：昭和４９年９月

規 模 等：建物　96,464㎡

病院中央棟：地上５階地下２階、病院１号棟：地上１２階地下１階

病院２号棟：地上２階地下１階、病院３号棟：地上８階地下１階　等

診 療 科：３９科　　　　許可病床数：８１７床

― 基本計画書-3 ー



学校法人金沢医科大学　設置認可等に関わる組織の移行表

令和４年度 令和５年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

入学
定員

編入学
定員

収容
定員

変更の事由

金沢医科大学 金沢医科大学
医学部 医学部

医学科 111 － 661 医学科 110 － 660 令和４年度のみ臨時で

　　（６年制） 　　（６年制） 研究医枠1名を定員増

看護学部 看護学部

看護学科 70 － 280 看護学科 75 － 300 定員変更（5）

計 181 941 計 185 － 960

金沢医科大学大学院 金沢医科大学大学院
医学研究科 35 － 140 医学研究科 35 － 140
（４年制D） （４年制D）

看護学研究科 6 － 12 看護学研究科 6 － 12

計 41 152 計 41 152

― 基本計画書-4 ー



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1 2 2 共同（一部）

1前・後 2 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼2 共同（一部）

1前・後 1 ○ 3 2 兼3 共同

1後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼2 共同

1後 1 ○ 兼3 共同

1後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼2 共同

2後 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

－ 17 8 0 2 2 5 2 0

1前 1 ○ 1 兼3 オムニバス・共同（一部）

1前 4 ○ 1 兼7 オムニバス

1前 1 ○ 1 兼2 共同（一部）

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1後 2 ○ 兼9 オムニバス・共同（一部）

1後 2 ○ 兼4 オムニバス

1後 2 ○ 1 兼5 オムニバス

1後 2 ○ 1 兼3 オムニバス

2前 2 ○ 1 兼12 オムニバス

2前 1 ○ 1 兼6 共同（一部）

2前 1 ○ 兼4 オムニバス

2後 1 ○ 1 兼4 オムニバス

2前 1 ○ 兼2

2前 1 ○ 兼1

－ 23 0 0 8 1 1 0 0

1前 2 ○ 1

1前 1 ○ 1 2 共同（一部）

1後 1 ○ 1

1後 2 ○ 1 2 兼1 共同（一部）

2前 2 ○ 2 1

2前 2 ○ 1 1 1 1 兼2 共同（一部）

2前 1 ○ 1

2前 2 ○ 1 1 1 共同（一部）

2前 2 ○ 1 2

2後 1 ○ 1 1 兼2 共同（一部）

－ 16 0 0 4 8 9 2 1

1後 2 ○ 1 4 1 兼3 共同（一部）

1後 2 ○ 1 4 1 共同（一部）

2前 2 ○ 1 4 1 兼6 共同（一部）

2前 1 ○ 1 4 1 共同（一部）

2後 1 ○ 1 2 兼3 共同（一部）

2後 2 ○ 2 2

2後 1 ○ 1 1 1 1 共同（一部）

2後 2 ○ 1

2後 1 ○ 1 1 1 兼2 共同（一部）

3前 2 ○ 2 2 1 兼3 共同（一部）

3前 1 ○ 1 1 1 1 共同（一部）

3前 1 ○ 1 1 3 1 兼1 共同（一部）

3前 1 ○ 1 1 1 兼3 共同（一部）

2後 2 ○ 1 2 共同（一部）

3前 1 ○ 1 2 共同（一部）

－ 22 0 0 10 9 29 12 3

別記様式第２号（その２の１）

教 育 課 程 等 の 概 要

（看護学部看護学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

z

人
間
学
領
域

暮らしと法律

生活におけるＩＣＴ活用と医療情報セキュリティ

人類と文化

医療倫理

日本国憲法

心理学

健康と運動の科学

地域文化論

統計学

哲学的クリティカルシンキング

英語Ⅰ（コミュニケーション英語）

英語Ⅱ（看護英語基礎）

国際社会学

英語Ⅲ（看護英語講読）

社会保障制度論

キャリアデザイン論

情報の科学

エクササイズ＆スポーツ

アカデミック・スキルズ

生涯発達・教育論

中国語

韓国語

ドイツ語

小計（23科目） －

医
科
学
領
域

看護のための基礎科学

人体の構造と機能-解剖・生理・生化学-

病原微生物学

病理・病態学

疾病・治療論Ⅴ：精神神経系

疾病・治療論Ⅵ：高齢者・ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医療、感染症学

疾病・治療論Ⅶ：小児・産婦人科系

臨床薬理学

臨床栄養学

小計（15科目）

免疫・生体防御学

臨床医学総論

疾病・治療論Ⅰ：循環器・呼吸器系

疾病・治療論Ⅱ：消化器・内分泌・代謝系

疾病・治療論Ⅲ：腎・泌尿器・免疫・血液・神経内系

疾病・治療論Ⅳ：脳・神経・運動器・感覚器系

－

看
護
学
領
域

看
護
学
Ⅰ
（

基
本
）

看護学原論Ⅰ（看護の構成概念）

看護コミュニケーション論

家族看護論

精神保健看護学概論

成人看護学概論

老年看護学概論

ウィメンズヘルス看護学概論

小児看護学概論

在宅看護学概論

公衆衛生看護学概論Ⅰ（対象と場）

小計（10科目） －

看
護
学
Ⅱ
（

方
法
）

基礎看護技術論Ⅰ（対象の健康を評価する技術）

基礎看護技術論Ⅱ（生活援助技術）

基礎看護技術論Ⅲ（健康援助技術）

基礎看護技術論Ⅳ（看護過程展開技術）

老年看護学方法論Ⅱ（看護援助論）

ウィメンズヘルス看護学方法論Ⅱ（看護援助演習）

小児看護学方法論Ⅱ（看護援助演習）

在宅看護学方法論Ⅰ（看護援助論）

在宅看護学方法論Ⅱ（看護援助演習）

小計（15科目）

精神看護学方法論

成人看護学方法論Ⅰ（看護援助論）

老年看護学方法論Ⅰ（看護援助演習）

ウィメンズヘルス看護学方法論Ⅰ（看護援助論）

小児看護学方法論Ⅰ（看護援助論）

成人看護学方法論Ⅱ（看護援助演習）

－

― 基本計画書-5 ー



1前 1 ○ 1 4 1

2後 2 ○ 1 4 1

3前・後 2 ○ 1 2

3前・後 2 ○ 1 1

3前・後 2 ○ 1 1 1

3前・後 4 ○ 1 1 1 1

3前・後 2 ○ 1 1 3 1 兼1

3前・後 2 ○ 1 1 1

3前・後 2 ○ 1 1 2

－ 19 0 0 5 6 16 8 2

2後 1 ○ 1 1

2後 1 ○ 1

3後 1 ○ 1 兼1

4前 1 ○ 1 1 共同（一部）

2後 1 ○ 1 兼1

3後 1 ○ 1 4 1

3後 1 ○ 1 1 兼3 共同（一部）

3前 2 ○ 3 1 共同（一部）

3前・後 2 2 2 1

4前 1 ○ 4 5 11 3 2 共同（一部）

4前・後 2 ○ 4 5 11 3 2

4前・後 4 ○ 9 8 15

4前・後 1 ○ 1 4 共同（一部）

4前・後 1 ○ 1

4前・後 1 ○ 1 1 1 1 共同（一部）

4前・後 1 ○ 3 1 共同（一部）

4前・後 1 ○ 1 2 共同

4後 1 ○ 1 2 兼2 共同（一部）

4後 1 ○ 2

4後 1 ○ 2

3前・後 1 ○ 1 2 兼1 共同（一部）

－ 19 8 0 29 34 56 10 4

2後 1 ○ 1 1 兼1 共同（一部）

2後 2 ○ 1

3前・後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1 2 兼1 共同（一部）

3後 4 ○ 1 2 兼1 共同（一部）

3後 3 ○ 1 1 1 兼4 共同（一部）

4前 3 ○ 1 1 2 共同（一部）

4前 2 ○ 1 2 共同（一部）

4前 2 ○ 1 2 共同（一部）

4前 1 ○ 兼1

4前・後 5 ○ 1 2

－ 0 27 0 4 8 14 0 0

3後 1 ○ 1 兼1 共同（一部）

3前 1 ○ 1

3後 2 ○ 1 兼2

3後 2 ○ 1 3 1 共同（一部）

4前 2 ○ 1 3 1 共同（一部）

3後 2 ○ 1 3 1 共同

4前 2 ○ 1 3 1 共同（一部）

4前 2 ○ 1 1 3 1 共同

4前・後 2 ○ 1 兼3 共同（一部）

4前・後 9 ○ 1 1 2 1

4前・後 2 ○ 1 3

－ 0 27 0 0 5 8 20 6

－ 116 70 0 62 73 138 54 16

看
護
学
領
域

看
護
学
Ⅲ
（

実
践
）

基礎看護学実習Ⅰ（対象の生活・環境・健康課題の理解）

基礎看護学実習Ⅱ（看護の実践）

精神看護学実習

成人看護学実習Ⅰ（急性期看護実習）

成人看護学実習Ⅱ（慢性期看護実習）

老年看護学実習

ウィメンズヘルス看護学実習

小児看護学実習

在宅看護学実習

小計（9科目） －

看
護
学
Ⅳ
（

発
展
）

看護管理

看護情報の検索と活用

看護学原論Ⅱ（看護と倫理観の探求）

看護サービス論

災害看護論

多職種連携論

国際看護学

地域アセスメント論

高齢者フレイル論

皮膚科学看護論

精神看護支援論

緩和ケア論　

看護教育

看護研究の基本

療養生活支援看護実習

看護実践力探求

統合看護学実習

看護研究

看護実践病態論

看護制度と政策

看護英語論文

小計（21科目） －

保
健
師
選
択
コ
ー

ス

公
衆
衛
生
看
護
学

公衆衛生看護学概論Ⅱ（活動の基盤）

保健統計　

疫学

－

助
産
師
選
択
コ
ー

ス

助
産
学

助産学概論

性と生殖の形態と機能

周産期の生理と病態

助産診断技術学Ⅰ（妊娠期）

公衆衛生看護学方法論Ⅰ（公衆衛生看護活動論）

公衆衛生看護学方法論Ⅱ（対象別公衆衛生看護活動論）

公衆衛生看護学方法論Ⅲ（学校・産業・健康危機管理）

保健医療福祉政策論　

公衆衛生看護学方法論Ⅳ（保健指導演習）

公衆衛生看護学方法論Ⅴ（公衆衛生看護活動演習）

助産診断技術学Ⅱ（分娩期）

助産診断技術学Ⅲ（産褥期・新生児期）

地域母子保健活動論

助産実践学演習

助産管理

助産実習

公衆衛生看護管理論

公衆衛生看護学実習

小計（11科目）

母子包括支援実習

小計（11科目） －

合計（115科目） －

学位又は称号 学位又は学科の分野

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

卒業要件（卒業に必要な単位数）：必修116単位、選択8単位、合計124単位以上
※人間学領域　選択5単位のうち、2単位以上は中国語、韓国語、ドイツ語のいずれかを
修得すること。
保健師選択コースの必修27単位を加え合計151単位以上
助産師選択コースの必修27単位を加え合計151単位以上
保健師国家試験の受験資格を得ようとする者には保健師選択コースの全科目が必修科目
となる。
助産師国家試験の受験資格を得ようとする者には助産師選択コースの全科目が必修科目
となる。
養護教諭2種免許を得ようとする者には選択科目である保健師選択コースの全科目、日本
国憲法、エクササイズ＆スポーツの修得が必要となる。

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 26週

１時限の授業時間 90分

― 基本計画書-6 ー















































































































 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

 
 

   

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

     

     

 

    

    

    

 

 

 

 

    

    

    

 

 



    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

 

    

    

    

 

 

 

 

















学則変更の趣旨 

≪  目  次  ≫ 

ア 学則変更（収容定員変更）の内容・・・・・・・・・・・・・・・・  ２ 

イ 学則変更（収容定員変更）の必要性・・・・・・・・・・・・・・・  ２ 

ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容

（ア）教育課程の変更内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ２ 

（イ）教育方法及び履修指導方法の変更内容・・・・・・・・・・・・  ３ 

（ウ）教員組織の変更内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ３ 

（エ）大学全体の施設・設備の変更内容 ・・・・・・・・・・・・・  ３ 

― 学則変更の趣旨趣1 ―



変更前 変更後 

入学定員 70 名 入学定員 75 名 

収容定員 280 名 収容定員 300 名 

変更前 変更後 

看護師教育課程（必修制） 70 名 看護師教育課程（必修制） 75 名 

保健師教育課程（選択制） 50 名 保健師教育課程（選択制） 50 名 

助産師教育課程（選択制） 10 名 助産師教育課程（選択制） 10 名 

学則変更の趣旨 

ア 学則変更（収容定員変更）の内容

①学校法人金沢医科大学看護学部看護学科の学則（収容定員）の変更

②変更内容は以下のとおり

※変更年月日：令和 5年 4月 1日

イ 学則変更（収容定員変更）の必要性

 金沢医科大学看護学部（以下、本学部とする）は前身である金沢医科大学附属看護学校（昭

和 48年に開設され、昭和 63 年に金沢医科大学附属看護専門学校に改組、平成 21年に閉校と

なった）の使命を引き継ぐ形で、平成 19 年 4 月に開設された。 

本学部の教育理念は、「確かな知識・技術とともに、豊かな人間性と高い倫理観を備え、医

療・保健・福祉領域で活躍できる看護専門職者を育成する。また、看護学ならびに社会の発

展に貢献し得る人材を育成する。」であり、看護師等の基礎となる教育内容を 4年間の学士課

程の中で体系的に教授し、質の高い看護系人材を供給すべく人材の育成に努めている。しか

し、現行では以下に示す課題が判明しているため、教育の質を維持しながら、優れた人材を

より多く輩出し、さらなる社会貢献をしていくという本学の使命を果たすため、入学定員を

増加する次第である。 

ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容

（ア）教育課程の変更内容

定員数変更に伴い、教育課程を以下のとおりと変更する。 

※保健師教育課程、助産師教育課程の両方の選択は認めていない。

※保健師教育及び助産師教育の質の充実を維持するため、保健師教育課程及び助産師教育

課程における選択履修者数は変更しないが、令和 5年度からの入学定員増により、必修

である看護師教育課程の履修者は、70名から 75名へと変更される。

― 学則変更の趣旨趣2 ―



（イ）教育方法及び履修指導方法の変更内容

本学部は、看護基礎教育の質保証の観点から、2019 年には「看護学教育モデル・コア・カ

リキュラム」に基づき教育課程を改変し、2022 年からは保健師助産師看護師学校養成所指定

規則の一部改正にも対応したカリキュラム編成で教育を行う。4 年の課程を経て、ディプロ

マポリシーに掲げた人間性と倫理観、看護学の知識と技術、地域や社会を捉える力、そして

生涯学習能力を獲得できるように、人間学領域、医科学領域、看護学領域を効果的に配置し

ている。特に、初年次を学びの出発点として重視し、基礎科学や看護基礎科目のほかに、ア

カデミック・スキルズ、キャリアデザイン論、語学、文化論などの科目を配置し、広い視野

を持ち発展的に学習し続けられる能力の育成を目指している。専門教育科目としての看護学

領域においては、概論、方法論、演習、実習と体系的に理解と応用力、実践力へと積み上げ

ることができる編成にしている。定員増の後も、同じく教育の質を担保しつつ教育していく。 

履修に必要な情報（教育要項、授業計画、成績評価に関することなど）は、入学時及び学 

期ごとに教務委員会を中心に、学生に周知している。その際には履修モデルを提示し、特に 

卒業要件と国家試験の受験資格に必要となる科目については正しく理解できるように支援し 

ている。また、履修に関する情報は電子シラバスに掲載しており、学生が学内外いずれにお

いても適宜アクセスできる環境を構築している。個々の授業科目の授業形態、一般目標と行

動目標、学習内容、評価の方法と割合、教科書、履修上の注意事項等はシラバスに明示して

あり、全授業科目の初回授業において、授業担当教員がシラバスを用いて授業ガイダンスを

行うことを定めている。臨地実習に関しては、実習検討部会が中心となって臨地実習ガイダ

ンスを特別に開催している。

（ウ）教員組織の変更内容 

前述の教育方法および履修指導方法を実行するに十分な教員組織体制である。 

また、学生生活委員会を中心に、学年主任 1名・副主任 5名との協働のもと学業支援、生

活支援、健康支援、進路指導、相談等のサポートを行う体制がある。また、特に学力の劣る

学生に対しては、学生生活委員会のもとにある学業支援室が、学年主任・副主任と連携しな

がら支援する。学年主任・副主任は 1学年 6名体制で、教員 1名あたり 10～12 名の学生を担

当している。5 名定員増加した場合、受け持ち学生は 1 名程度の増加であり、個別面談、学

業支援、生活支援時間の確保は十分に可能である。 

（エ）大学全体の施設・設備の変更内容 

本学部では各学年に基幹講義室があるが、収容キャパシティは現状、いずれも 80名以上 

であり、机や椅子を追加することで、85名程度は問題無く収容可能である。以上のことから、 

収容定員増加後に留年者が定員の 5％となった場合であっても講義等に影響はないものと考 

えられる。また、情報処理教室やクリニカル・シミュレーション・センターといった演習で 

使用する場所についても、元々各学年 110 名程度が在籍する医学部と共用として使用してい 

るため、本学部の学生数においては定員 75名となっても問題はなく、定員変更前と同等の教 

育が可能である。 

― 学則変更の趣旨趣3 ―



学生の確保の見通し等を記載した書類 
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学生の確保の見通し等を記載した書類 

（１）学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

①学生の確保の見通し

ア 定員充足の見込み

今回の収容定員（入学定員）の変更は、本学看護学部を志願する受験生の希望

を満たすと共に、今後の日本・北陸地域において、優秀な看護師の育成が求めら

れている社会ニーズに応えるためのものである。ただし、教育研究活動の質的低

下を招くことがないように、最小限の増員に留めるため 5名の入学定員の増加と

する。 

本学部は前身の学校を含め、昭和 49年から看護職の養成教育を行い、看護学

部は 2007年に開設し、令和 4年 3月で開設 15年目を迎える。直近 5年間の本

学の入学志願者状況は、堅調であり、入学定員の充足状況も安定していることか

ら、教育研究活動のさらなる充実・発展を図り、学生募集活動への努力を継続す

ることで、今後も適切な入学者選抜に必要な志願者数を維持し、収容定員変更後

も入学定員を十分確保できるものと考えている。【資料 1】 

イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要

看護学部の過去 5年間の各入試種別志願者数及び入学者数は安定しており【資

料 1】、本学部における特徴として、志願者にしめる北陸 3県（石川県、富山県、

福井県）からの受験者数の割合が高く、北陸 3県からの受験者が占める割合の推

移は、80％前後で推移している。【資料 2】志願者数、受験者数いずれも毎年定員

数の２倍以上の数値となっており、今後も北陸 3県を中心とした受験者数の確保

に期待できると考えている。 

以上から、入学者の定員を 70名から 75名に増加した場合でも、十分に入学定

員の充足が可能であると判断している。 

②学生確保に向けた具体的な取組状況

ア 入学試験制度に関する取組み

近隣県の高等学校、特定地域における選抜を考慮した入試方式の実施

本学部の選抜試験は、学校推薦型選抜 20名と一般選抜 50名からなる。平成 29

年度までは編入学入試を定員 10名行っていたが、編入志願者数の減少に伴い、平

成 30年から廃止した。学校推薦型選抜では、公募・指定校・指定地域があり、指

定校では継続した入学実績がある石川県内の 5 校、岐阜県内の 1 校を対象に行っ

ている。指定地域は福島県釜石市の指定する医療施設に医療従事者として卒業後 4

年間勤務することを出願要件とし選抜している。指定校は平成 29年から、指定地

― 学生確保-2 ―



域は令和 3年から行い、優秀な学生の確保につながっている。 

次に、入試科目では、令和 3 年から試験科目を 3 科目から 2 科目に変更した。

また、推薦入試ではグループ面接から個人面接に変更した。このことは、平成 31

年カリキュラムから、理科・数学など高校時代の選択科目にかかわらず医科系科目

の学習が円滑にできるように 1年次におけるリメディアル教育を充実させたこと、

看護師としてのコミュニケーション演習を 1 年次前期に必修科目として設けたこ

とに関連している。 このように、本学部は入試制度や入試科目を入学後のカリキ

ュラムに合わせて検討することで、確かな学力と多様な能力や個性を持つ学生の

受け入れに努めている。 

イ．本学以外での試験会場の設定

本学部の受験者の 8 割近くは北陸 3 県であるが、新潟県、長野県、関東圏から

の受験者も少数いる。このような状況を鑑み、平成 30 年から、新潟県、長野県、

埼玉県でも試験会場を設けている。これらの試験会場は、受験生の居住地や他学試

験会場への移動を考慮した利便性を考慮するとともに、本学での学びを希望する

全国の受験生に受験の機会を提供することを目的として設定している。本学以外

での試験会場の受験者数は、本学での受験者数と比べると少数ではあるが、入学者

数において一定の割合を占めている。【資料 3】 

ウ 入学広報に関する取組み

本学部では、受験生や保護者と直接対話することができ、また、受験生や保護者

にキャンパスの雰囲気を肌で感じ取りながら授業などを体験してもらう看護学部

オープンキャンパスを開催している。看護学部オープンキャンパスは、年に 3 回

（7 月、8 月、9 月）に本学で学部別に実施している。入学者のうち入学を決める

上で参考になったこととして看護学部オープンキャンパスを挙げる者は半数程度

いることからも、志望校の選択にオープンキャンパスが役立っていることがわか

る。令和 3 年の看護学部オープンキャンパス参加者は、7 月 71 名、8 月 7 名（新

型コロナによりWEBのみに変更）、9月 62名であった。【資料 4】 

本学の入試概要、入試の変更事項、前年度の入試結果、当該高校出身の本学在学

生の近況等を紹介するために、本学職員による高校訪問、高校生の大学訪問の受け

入れを行っている。実際に、入学実績のある高校教員からは、本学の入試制度や教

育制度に関する高い満足度と毎年一定数の志願者がいるとお話を伺っている。 

さらに高校教員の本学に対する理解と信頼を深めることを目的に、高校教員を

対象とした説明会を開催している。高校訪問や説明会では、安定した志願者数を維

持し、質の高い学生を確保するために、高校から在校生の進路希望状況、本学部の

入試への期待や意見など様々な意見や情報を得て、入試制度や教育課程を検討す
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る際の参考にしている。令和 3年の高校訪問の実績は 51校、高校教員を対象とし

た説明会の参加は 17校であった。 

また、高校からの希望に応じて本学部教員を派遣し、大学で学ぶ内容について模 

擬授業を行っている。高校の生徒は、看護学の専門性に触れることで看護学部もし

くは本学部進学への動機付けや興味関心の確認の機会として役立ててもらうこと

を期待して実施している。令和 3年の実績は 2校に対し、教員 1名を派遣した。 

上記以外にも、パンフレット、ポスター、チラシ、ホームページ、進学相談会参

加による広報活動を行い、本学部の入試制度や教育の特徴について PR している。 

エ 納付金について

文部科学省が公開している「令和３年度私立大学入学者に係る初年度学生納付

金平均額（定員１人当たり）の調査結果について」を参照すると、昼間部・その他・ 

保健区分において、令和 3年度の学生が初年度に納付する合計金（授業料、入学 

料、施設設備費）は平均 1,506,041円であるが、本学の「教育充実費」を除いた初 

年度納付金は当該平均額よりも安い 1,400,000円である。【資料 5】また、近隣の 

看護系私立大学 9校と比較した場合においても、「教育充実費」、「実習費」等を含 

めた 4年間納付平均額は 6,050,000円であり、こちらも本学は 5,700,000円と平 

均額よりも安い金額となっている。「その他諸費用」を加味したとしても、適性な 

金額であると言える。 

（２）人材需要の動向等社会の要請 

①人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要）

本学は、昭和 47年に「倫理に徹した人間性豊かな良医を育成する」「医学の深奥をき

わめ優れた医療技術を開拓する」「生命の尊厳を基調とし人類社会の医療と福祉に貢献

する」を建学の精神として、医学・医術・医道を 3本柱としたバランスのとれた医師の

育成を目指し、医学系単科大学として開学した。看護学部は、平成 19年 4月に医療の

急速な進歩や高度化、複雑化に対応できる看護職者育成を目指して看護教育の充実を

図るため開設した。 

本学部の教育理念は、「専門的知識と的確な判断力に基づく質の高い看護実践力を備

え、豊かな人間性と倫理観を持ち、生涯にわたって資質向上に努め、地域の医療・保健・

福祉に貢献できる看護専門職者の養成」であり、開設時から変わらず一貫した教育を行

っている。 

②本学部の進路状況

本学部は、開学以来、看護師・保健師・助産師国家試験の合格率はほぼ 100％を維持

し【資料 6】、金沢医科大学病院をはじめ、県内外の医療機関、行政機関に看護師・保
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健師・助産師を輩出している。 

看護師としての就職先は金沢医科大学病院、金沢医科大学氷見市民病院、金沢大学附

属病院、京都大学医学部附属病院、福井大学医学部附属病院、信州大学医学部附属病院、

東京女子医科大学病院、東京女子医科大学 八千代医療センター、藤田医科大学病院、

国立病院機構金沢医療センター、東京虎の門病院、東京都立小児総合医療センター、石

川県立高松病院、市立輪島病院、能美市立病院、小松市民病院、富山県立中央病院、富

山赤十字病院、市立砺波総合病院、福井県立病院、高山赤十字病院、南長野医療センタ

ー篠ノ井総合病院、みさと健和病院などである。 

助産師としての就職先は、金沢医科大学病院、東京女子医科大学病院、東京女子医科

大学 八千代医療センター、信州大学医学部附属病院、石川県立中央病院、公立能登総

合病院、市立輪島病院、市立砺波総合病院、公立豊岡病院、金沢聖霊総合病院、恵愛病

院などである。 

保健師としての就職先は、金沢医科大学病院、石川県庁、富山県庁、南砺市役所、郡

上市役所、内灘町役場、七尾市社会福祉協議会などである。 

また、進学先は、金沢医科大学大学院、金沢大学大学院、筑波大学大学院人間総合科

学研究科、天使大学大学院助産研究科、聖隷クリストファー大学 助産学専攻科、愛媛

県立医療技術大学 助産学専攻科、名古屋医専助産学科、金沢大学 養護教諭特別別科、

新潟大学養護教諭特別別科がある。 

また、看護職の需給状況は、令和元年時点ですべての都道府県で看護職員の求人倍率

が 1.0を下回る都道府県はなく、石川県内では、特に奥能登地域での看護職員の確保が

課題である。本学は石川県能登地区、加賀地区、富山県西部の中心に位置し、金沢医科

大学病院、金沢医科大学氷見市民病院および能登北部地域医療研究所を中心に、地域の

保健医療福祉機関との連携のもと地域医療に貢献する役割があることから、本学部の

卒業生の多くはこの地域の医療の担い手として活躍が期待されている。 

これらの実績から、収容定員を増加した場合でも、卒業後の就職先の確保については  

十分に見込みがあるものと考えている。  
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資料１

過去5年間における各入試種別の志願者数・入学者数等の状況

令和4年度 定員 志願者数 受験者数 合格者数 手続者数 辞退者数 入学者数 歩留率 定員超過率

一般 50 204 191 147 94 45 49 33% 98%

公募 28 28 15 15 0 15 100%

指定校 6 6 6 6 0 6 100%

合計 70 238 225 168 115 45 70 42% 100%

令和3年度 定員 志願者数 受験者数 合格者数 手続者数 辞退者数 入学者数 歩留率 定員超過率

一般 50 171 156 117 74 25 49 42% 98%

公募 28 28 16 0 0 16 100%

指定校 5 5 5 0 0 5 100%

合計 70 204 189 138 74 25 70 51% 100%

令和2年度 定員 志願者数 受験者数 合格者数 手続者数 辞退者数 入学者数 歩留率 定員超過率

一般 50 173 155 122 94 45 49 40% 98%

公募 25 25 17 0 0 17 100%

指定校 4 4 4 0 0 4 100%

合計 70 202 184 143 94 45 70 49% 100%

令和元年度 定員 志願者数 受験者数 合格者数 手続者数 辞退者数 入学者数 歩留率 定員超過率

一般 50 158 138 97 82 32 50 52% 100%

公募 21 21 16 0 0 16 100%

指定校 4 4 4 0 0 4 100%

合計 70 183 163 117 82 32 70 60% 100%

平成30年度 定員 志願者数 受験者数 合格者数 手続者数 辞退者数 入学者数 歩留率 定員超過率

一般 50 196 184 129 93 37 56 43% 112%

公募 34 26 16 0 0 16 100%

指定校 2 2 2 0 0 2 100%

合計 70 232 212 147 93 37 74 50% 105.71%

20

20 105%

20

20

20

90%

105%

105%

100%
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資料２

過去5年間の志願者における北陸3県出身者の占める割合

令和４年度 定員 志願者数 北陸3県 北陸3県割合

一般 50 204 148 72.5%

公募 28 20 71.4%

指定校 6 5 83.3%

合計 70 238 173 72.7%

令和3年度 定員 志願者数 北陸3県 北陸3県割合

一般 50 171 112 65.5%

公募 28 23 82.1%

指定校 5 5 100.0%

合計 70 204 140 68.6%

令和2年度 定員 志願者数 北陸3県 北陸3県割合

一般 50 173 131 75.7%

公募 25 18 72.0%

指定校 4 3 75.0%

合計 70 202 152 75.2%

令和元年度 定員 志願者数 北陸3県 北陸3県割合

一般 50 158 129 81.6%

公募 21 18 85.7%

指定校 4 3 75.0%

合計 70 183 150 82.0%

平成30年度 定員 志願者数 北陸3県 北陸3県割合

一般 50 196 147 75.0%

公募 34 26 76.5%

指定校 2 2 100.0%

合計 70 232 175 75.4%

20

20

20

20

20
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資料３
過去５年間の地方試験会場受験者数

令和4年度 志願者数 受験者数 入学者数

新潟 11 11 3

長野 18 17 2

大宮 11 10 2

合計 40 38 7

令和3年度 志願者数 受験者数 入学者数

新潟 17 15 6

長野 14 12 3

大宮 13 9 1

合計 44 36 10

令和2年度 志願者数 受験者数 入学者数

新潟

長野 19 19 8

大宮 4 3 0

合計 23 22 8

令和元年度 志願者数 受験者数 入学者数

長野 9 8 3

大宮 8 6 1

合計 17 14 4

平成30年度 志願者数 受験者数 入学者数

新潟 18 16 2

長野 19 18 5

大宮

合計 37 34 7
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資料４

過去5年間の看護学部オープンキャンパス参加者数

5月開催 第1回（7月） 第2回（8月） 第3回（9月） 合計

令和3年度 71 7 62 140

令和2年度 8 17 25

令和元年度 110 145 71 326

令和30年度 131 141 48 320

平成29年度 18 103 98 54 273
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近隣大学納付金等一覧 2022.2.14現在　各大学HP参照

納付金 〔その他諸費用〕
各学年納付金 入学金 授業料 設備更新費 教育充実費

金沢医科大 5,700,000 円
第1学年　　1,650,000円
第2～4学年  1,350,000円

300,000 900,000 200,000 250,000

各学年納付金 入学金 授業料 教育充実費 実習費

金城大 5,970,000 円
第1学年　　1,670,000円
第2学年　　1,400,000円
第3、4学年  1,450,000円

270,000 960,000 290,000

第1、2学年
150,000

第3、4学年
200,000

各学年納付金 入学金 授業料 施設整備費 実験実習費

福井医療大 3,850,000 円
第1学年　　1,150,000円
第2～4学年 　900,000円

250,000 600,000
※教材費含む

200,000 100,000

各学年納付金 入学金 授業料 施設設備金 実験実習料

新潟医療
福祉大

6,900,000 円
第1学年　　1,950,000円
第2～4学年  1,650,000円

300,000 1,100,000 300,000 250,000

各学年納付金 入学金 授業料 施設設備費 実習費

新潟青陵大 6,900,000 円
第1学年　　1,950,000円
第2～4学年 1,650,000円

300,000 1,100,000 300,000 250,000

各学年納付金 入学金 授業料 教育充実費 実習費

佐久大 6,230,000 円
第1学年　　1,730,000円
第2～4学年  1,500,000円

230,000 900,000 500,000 100,000

各学年納付金 入学金 授業料

岐阜医療
科学大

6,050,000 円
第1学年　　1,700,000円
第2～4学年  1,450,000円

250,000 700,000

各学年納付金 入学金 授業料 施設維持費 実習費

朝日大 6,000,000 円
第1学年　　1,725,000円
第2～4学年  1,425,000円

300,000 725,000 350,000 350,000

各学年納付金 入学金 授業料 教育充実費 実習費

岐阜聖徳
学園大

6,700,000 円
第1学年　　1,900,000円
第2～4学年 1,600,000円

300,000 900,000 360,000 340,000

各学年納付金 入学金 授業料 施設設備拡充費 教育充実費 実験・実習費

中京学院大 6,200,000 円
第1学年　　1,700,000円
第2～4学年  1,500,000円

200,000 900,000 200,000 200,000 200,000

6,050,000 円
平均

4年間合計納付金

4年間合計納付金

4年間合計納付金

4年間合計納付金

4年間合計納付金

4年間合計納付金

4年間合計納付金

4年間合計納付金

4年間合計納付金

4年間合計納付金

・教科書、ユニフォーム、学生保険、抗体価検査、
実習時インフルエンザワクチン接種、学生会費等

・(入学手続時)学友会年会費3,600円
後援会年会費30,000円
教科書、参考書等の購入費
学外実習時の交通費・宿泊費

・Will4,500円(毎年度)  ノート型パソコン等の購入代金

・(入学手続時)
学友会入会金1,000円、
学生教育研究災害傷害保険料3,300円
パソコン保証料22,000円

・(毎年度)学友会費4,800円
・同窓会費5,000円(4年次後期)
・新潟青陵学会年会費500円(毎年次後期)
・教科書・参考書・教材等の購入費

・(入学手続時)学友会入会金2,000円
後援会入会金5,000円

・学友会年会費8,000円
・後援会年会費20,000円
・（卒業）同窓会入会金

終身会費10,000円

・委託徴収金39,500円(毎年度）
内訳：看護学生保険料4,500円

　　　　後援会(さくら会)費15,000円
　　　　学友会費20,000円
・(第4学年)保健師選択コース実習費30,000円

　　　  助産師選択コース実習費250,000円
　　　教科書、実習服代・学外実習施設交通費等

・諸会費(後援会費、自治会費等)
・実習衣代(入学時)
・教科書代(主に1、2年次)
・遠隔地での臨床実習にかかわる交通費・宿泊費等

・後援会年会費15,000円
・学友会年会費7,000円
・同窓会永年会費20,000円(4年次)
・学生教育研究災害傷害保険料(4年分)2,720円
・学研災付帯賠償責任保険料(1年分)500円
・学友会特別事業費(卒業アルバム、卒業パーティ等)

20,000円
・(4年次)  Will等

教育充実費

  750,000円
※実験実習費含む

・(1年次前期)教育後援会費 58,000円
学生自治会費 20,000円

・実習着・シューズ・教科書など実費

・諸納付金等(入学手続時)26,500円
・(2年次以降毎年)23,500円

・後援会年会費50,000円
・学友会費(4年分)10,000円
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資料５



資料６

看護師・保健師・助産師国家試験合格状況

1．看護師国家試験合格状況

合計

受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率

第111回 （令和3年度） 77 77 100.0% - - - 77 77 100.0% 65,025 59,344 91.3%

第110回 （令和2年度） 76 76 100.0% - - - 76 76 100.0% 66,124 59,769 90.4%

第109回 （令和元年度） 66 66 100.0% - - - 66 66 100.0% 65,569 58,514 89.2%

第108回 （平成30年度） 80 80 100.0% - - - 80 80 100.0% 63,603 56,767 89.3%

第107回 （平成29年度） 73 73 100.0% - - - 73 73 100.0% 64,488 58,682 91.0%

第106回 （平成28年度） 74 74 100.0% 1 1 100.0% 75 75 100.0% 62,534 55,367 88.5%

第105回 （平成27年度） 67 67 100.0% 1 0 0.0% 68 67 98.5% 62,154 55,585 89.4%

第104回 （平成26年度） 66 65 98.5% - - - 66 65 98.5% 60,947 54,871 90.0%

第103回 （平成25年度） 55 55 100.0% - - - 55 55 100.0% 58,891 52,900 89.8%

第102回 （平成24年度） 58 58 100.0% - - - 58 58 100.0% 56,530 50,224 88.8%

第101回 （平成23年度） 55 55 100.0% - - - 55 55 100.0% 53,702 48,400 90.1%

第100回 （平成22年度） 62 62 100.0% 62 62 100.0% 54,138 49,688 91.8%

２．助産師国家試験合格状況

合計

受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率

第105回 （令和3年度） 10 10 100.0% - - - 10 10 100.0% 2,089 2,077 99.4%

第104回 （令和2年度） 9 9 100.0% - - - 9 9 100.0% 2,108 2,100 99.6%

第103回 （令和元年度） 10 10 100.0% - - - 10 10 100.0% 2,105 2,093 99.4%

第102回 （平成30年度） 9 9 100.0% - - - 9 9 100.0% 2,105 2,096 99.6%

第101回 （平成29年度） 9 8 88.9% - - - 9 8 88.9% 2,230 2,201 98.7%

第100回 （平成28年度） 8 8 100.0% - - - 8 8 100.0% 2,053 1,909 93.0%

第99回 （平成27年度） 8 8 100.0% - - - 8 8 100.0% 2,008 2,003 99.8%

第98回 （平成26年度） 9 9 100.0% - - - 9 9 100.0% 2,037 2,034 99.9%

第97回 （平成25年度） 9 9 100.0% - - - 9 9 100.0% 2,079 2,015 96.9%

第96回 （平成24年度） 10 10 100.0% - - - 10 10 100.0% 2,113 2,072 98.1%

第95回 （平成23年度） 6 6 100.0% - - - 6 6 100.0% 2,132 2,026 95.0%

第94回 （平成22年度） 9 9 100.0% 9 9 100.0% 2,410 2,342 97.2%

３．保健師国家試験合格状況

合計

受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率

第108回 （令和3年度） 37 35 94.6% 1 0 0.0% 38 35 92.1% 7,948 7,094 89.3%

第107回 （令和2年度） 38 38 100.0% - - - 38 38 100.0% 7,834 7,387 94.3%

第106回 （令和元年度） 38 38 100.0% 3 2 66.7% 41 40 97.6% 8,233 7,537 91.5%

第105回 （平成30年度） 48 46 95.8% 4 2 50.0% 52 48 92.3% 8,376 6,852 81.8%

第104回 （平成29年度） 47 39 83.0% - - - 47 39 83.0% 8,191 6,666 81.4%

第103回 （平成28年度） 50 48 96.0% 1 0 0.0% 51 48 94.1% 8,207 7,450 90.8%

第102回 （平成27年度） 50 49 98.0% - - - 50 49 98.0% 8,799 7,901 89.8%

第101回 （平成26年度） 62 62 100.0% 2 2 100.0% 64 64 100.0% 16,622 16,517 99.4%

第100回 （平成25年度） 50 50 100.0% - - - 50 50 100.0% 17,308 14,970 86.5%

第99回 （平成24年度） 55 55 100.0% 1 1 100.0% 56 56 100.0% 16,420 15,764 96.0%

第98回 （平成23年度） 56 52 92.9% 2 1 50.0% 58 53 91.4% 15,758 13,555 86.0%

第94回 （平成22年度） 68 64 94.1% 68 64 94.1% 14,819 12,792 86.3%

新卒者 既卒者 全国

新卒者 既卒者 全国

新卒者 既卒者 全国
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